













ここ 10 数年あまりのあいだに世界的な広がりを見せている。Global American 
Studies, Global China Studies, Global French Studies など国民国家を基礎とし
たものからGlobal African Studies, Global Asian Studiesなどリージョンをベー
スにしたプログラム、はたまた狭い意味での地域研究の枠を越えるかもしれな
いが、Global Black Studies といった国境を越えたエスニック・グループを対
象としたものまで多種多様である。それらは、学部やプログラム名（たとえば、
Global Middle East Studies, UC Irvine）、研究所名（たとえば、The German 



































































































協会（European Association for Japanese Studies）は 1973 年に、英国日本研
究協会（British Association for Japanese Studies）は 1974 年に、豪州日本研




のアジア学会であるアジア研究協会（Association for Asian Studies）の会員
数は、1958 年から 1970 年の間に 1,022 人から 4,708 人と 4 倍以上となり、ア
ジアを専門とする研究者が 1970 年代初頭までの時期に急増していた（Hucker 




































「敵国」を分析するために発展した「第 2 の波」、そして 1990 年代以降の冷戦


















Sakai）らは “The End of Area（地域の終わり）” という刺激的なタイトルの
論考のなかで今や「西洋とその他（the West and the Rest）」といった図式や
国民国家という政体を前提とした従来の「地域（Area）」は終わったと評して


































野田 2018）。日本国外の「日本学・研究」が制度化されはじめる 1970 年代に
その着想をえて、日本が経済バブルをむかえる時期に、国立の機関として立ち















しながら、それぞれ発展してきたように思われる。それでは、第 1 と第 2 の
波にどのような断絶があり、どのような質的転換をとげていったのだろうか。
　ここでは、21 世紀以降の第 2 波「国際日本学・研究」の特徴を 1 つの事例
からひもといてみたい。2002 年に設立された法政大学の国際日本学研究所は、
第 2 波のなかでもっとも早い時期に設立された機関の 1 つであり、したがって、
本研究所の初期の活動や議論を見ることで、この時期の「国際日本学・研究」
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り入れることによって、私たち自身の内からの視点を相対化し、自文化
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
研究が陥りがちな狭隘さからの脱却をはかるのである
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見られているかということにきわめて敏感である
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く存在している









































































































































































































































































































であった国家間の比較（Skocpol 1979; Tilly 1989 など）や国家間の経済的なつ
ながりとそれにともなう権力関係の分析（Wallerstein 2011=2013 など）といっ
た国民国家を主要な変数とするマクロな歴史的構造分析を乗り越えるいくつ





and Lawson 2017: 22）。これは、国境を越えたつながりに着目するという意味
では、トランスナショナル・ヒストリーと重なるが、歴史学のそれと比べると、
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象に研究をおこなうという “Crossroads Asia（クロスロード・アジア）” のパ
ラダイムを提唱している（Mielke and Hornidge 2014; Mielke and Hornidge 
2017a）。またこれと似たように、オーストラリアの日本研究者、テッサ・モー
リス・スズキ（Tessa Morris-Suzuki）もモビリティを主軸に新たに地域研究

















































































































































































1） 典型的な例をあげれば、米国・シカゴにあるロヨラ大学（Loyola University 
Chicago）は、2016 年にそれまであった Asian American Studies プログラムと
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3） 「国際日本研究」コンソーシアム（Consortium for Global Japanese Studies）は、





5） 管見の限りでは “International Japanese Studies” あるいは “Global Japanese 
Studies” という名称を持つ機関・プログラムは、日本国外には見当たらない。た
だし、International Studies や Global Asia Studies などの研究科、研究所内に
Japan Studies が置かれていることは少なくない。
6） たとえば、朝日新聞紙上で「グローバル化」が記事の見出しにはじめて使われた
のは 1989 年 8 月 8 日であった。同様に「グローバリゼーション」も 1980 年代には、
朝日新聞紙上に現れることは稀で、1996 年 6 月 30 日になってようやくコラム「天
声人語」においてこの言葉の解説がなされ、それ以降使われる機会が増えた。
7） 日本における国際学部の先駆けは明治学院大学で 1986 年とかなり早い時期に設立
されており、その他の国際系学部の多くは 2000 年代以降に設立されている。また
大学としては、国際大学がかなり早く、1982 年に設立された。
8） アジア太平洋地域においても「日本学・研究」系の学会は 1970 年代に設立され
たものが多い。たとえば、韓国日本学会（Korean Association for Japanology）
が 1973 年に、香港日本語教育研究会（Society of Japanese Language Education 
































17） 米国の歴史学の文脈で言えば、1989 年のアキラ・イリエ（Akira Irie）の論考が
議論の端緒となっている（Irie 1989）。
18） 国 民 国 家 を 超 え る 側 面 に 焦 点 を 当 て た 概 念 は、 こ こ で 論 じ た global や
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<ABSTRACT>
Rethinking International Japanese Studies 
as a Global Area Studies:
Grasping Japan through Transcending Japan
TAKATA Kei 
This paper discusses the characteristics and the possibilities of 
“International Japanese Studies.” Instead of placing International Japanese 
Studies as a trend domestically in Japan, the paper suggests to link it to 
the “Global Area Studies,” a paradigm emerging worldwide today. The 
paper asked, what are the characteristics of International Japanese Studies? 
What would be the approach to progress this field further? The paper takes 
a relational approach and analyzes how International Japanese Studies 
developed its relationship with globalization, area studies, and Japanese 
studies outside of Japan since the 1970s. The paper then argues that the 
International Japanese Studies in the second wave has attempted to transcend 
Japan’s hitherto image and understanding and transform nationalistic 
sentiments bestowed among Japanese scholars in Japan. Such ideas were 
developed as a response to the “global turn” in the area studies. While these 
basic premises of International Japanese Studies continue until today, the 
current “crisis” of the Japanese studies urges International Japanese Studies to 
“transcend Japan” even more radically. The paper proposed two approaches 
from recent developments in social science and humanities – transnationalism 
and theorizing – that would further enable Japanese studies to become more 
“interesting” and contribute to a broader and global academic field.
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